
（別紙４）

～ 令和8年2月20日

（対象者数） 65家庭 （回答者数） 46件

～ 令和8年2月20日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 令和8年2月20日

（対象数） 18 （回答数） 15

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

訪問支援にかかる研修等への参加や、園や学校の先生との交

流の場に積極的に参加していく。

2

一方のやり方を押すのではなく、現実的に取り組めそうな手

立てやアイデアを共有して、実際の支援に繋げられるように

今後も努めていく。

3

限られた時間のなかで保護者の方とのより丁寧なやりとりを

意識する。またふりかえりのみでなく、できるだけ日常的に

お声掛けできるように意識していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

現在通所と兼務しているので、通所支援の体制の整備を行

い、専従での配置を目指す。

並行して職員教育をおこない、訪問支援自体の体制の充実を

図る方向性も検討していく。

2

園や学校との連絡調整を丁寧に行いつつ、上記の体制の整備

について取り組んでいく。

3

現在おこなっている保護者向けの勉強会や交流会などのお知

らせの発信は継続しつつ、相談支援とも連携し、保護者の方

やお子さんのニーズを適宜確認できる手立てを考えていく。

○従業者評価実施期間 令和8年2月2日

○事業所名 西海市療育支援相談センター

○保護者評価実施期間 令和8年2月2日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和7年4月1日

○訪問先施設評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月4日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

職員の専門性 長く発達支援に関っている職員を配置し、フォーマル・イン

フォーマル両方の視点をもってアセスメントおよび支援に当た

ることができている。

園や学校の在り方を尊重した支援をおこなっていること それぞれの園や学校での方針や先生方の状況があることを前提

に、かつ尊重した上で、お子さんがよりよく生活していけるた

めの支援について共通理解を図れるよう努めている。

支援の回数について 上記の職員体制および複数支援の制限等もあり、年間のなかで

支援に当たれる回数が少ない。

お知らせや発信の在り方や頻度について 基本的には園、学校での困りがある際に保護者の方からの要望

にて支援にあたる形を取っている。そのため、しばらく連絡が

ない保護者もいるが、登録者数も多く、こちらからすべての方

にアプローチできていない。

保護者の方とのコミュニケーションを大切にし、共通理解を図

る様努めているところ

ふりかえりを始め、コミュニケーションを大切にしながら、お

子さんの課題やよいところ、また訪問先の先生方の想いや考え

を共有し、保護者の方の困りに対して生活の中で活かせる助言

ができるよう心がけている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

人員配置 訪問支援は園や学校等の在り方を尊重しながら行う必要がある

ため、経験のある職員が担うことが望ましいが、現状当事業所

にはまだ携われる職員が少ない。

事業所における自己評価総括表公表


